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日ごろより弊社ファンドをご愛顧いただきありがとうございます。 
「大和住銀 先進国国債ファンド（リスク抑制型）【愛称：未来のコツ】」を取り巻く足元の市場動向及び今
後の運用方針についてご報告いたします。 

足元の市場動向と今後の運用方針について 

注目されていた日銀の金融政策決定会合では、
「強力な金融緩和継続のための枠組み強化」とい
う政策の中で「当分の間、現在の極めて低い長短
金利の水準を維持する」というフォワードガイダ
ンス（中央銀行が将来の金融政策の方向性を説明
する指針）を導入し、柔軟化を織り込みながらも
従来の金融緩和姿勢を継続する方針が示されまし
た。これを受けて、31日の日本国債市場では、目
標水準の柔軟化が長期債利回りの上昇（債券価格
は下落）に繋がるとの懸念が後退し、長期債の利
回りが低下（債券価格は上昇）しました。また、
為替も円安傾向となり、日銀の金融政策柔軟化の
報道があった7月23日以降大きく下落していた当
ファンドの基準価額は落ち着きを取り戻しました。 

市場動向 

※当コメントは、資料作成時点における市場環境もしくはファンドの運用方針等について、運用担当者（ファンドマネジャー
他）の見方あるいは考え方等を記載したもので当該運用方針は変更される場合があり、将来の市場環境の変動等を保証する
ものではありません。また、将来の運用成果等を約束するものでもありません。 

今後の運用方針 

日銀による金融緩和姿勢の継続が強調されたため、
日本債券市場に端を発した世界国債市場における
利回り上昇懸念が後退し、短期的には利回りが低
下（債券価格は上昇）する可能性があります。た
だし、黒田日銀総裁が記者会見で変動幅について
言及したことから、中期的な利回り上昇懸念は残
ると考えています。このような状況を考慮し、日
本国債の動向や債券と為替の関係に留意しつつ、
引き続きリスク量を抑制した水準で慎重な運用を
継続する方針です。 

＜日銀会合を受けて、日本国債利回りは低下＞ ＜市場動向を注視しつつ、慎重な運用を継続＞ 

基準価額・純資産総額の推移 設定日（2018/4/27）～2018/7/31 

※基準価額は信託報酬控除後のものです。過去の実績は、将来の運用結果を約束するものではありません。 

（年/月/日） 

 基準価額 10,014円

 純資産総額   56億円
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